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はじめに

このドキュメントでは、スタンドアロンのOracle GoldenGate Monitorエージェント12c (12.2.1)のインストールと構成の方法について説明します。このドキュメントでは、Oracle GoldenGate Monitorエージェントをスタンドアロン・コンポーネントとしてインストールおよび構成する場合の詳細な要件および設計時の各種検討事項についても説明します。


対象読者

このドキュメントは、Oracle GoldenGate Monitorをインストール、構成および実行するユーザーを対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWeb サイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、Oracle GoldenGate Monitor 12c (12.2.1)ドキュメント・セットの次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle GoldenGate Monitorの管理


	
Oracle GoldenGate Monitorコンソール・オンライン・ヘルプ


	
Oracle GoldenGate Monitorサーバーのインストールおよび構成


	
Oracle GoldenGate Monitor 12.2.1へのアップグレード


	
Oracle GoldenGate Monitorリリース・ノート








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 Oracle GoldenGate Monitorエージェントについて


この章では、Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストールの準備について説明します。製品のインストールおよび構成の実行中または実行後に問題が発生しないように、十分確認すべき各トピックについて扱います。内容は次のとおりです。

	
1.1項「Oracle GoldenGate Monitorエージェントの概要」


	
1.2項「インストールのロードマップ」


	
1.3項「前提条件」


	
1.4項「Oracle GoldenGate Monitorエージェントのダウンロード」






1.1 Oracle GoldenGate Monitorエージェントの概要

Oracle GoldenGate Monitorエージェント(以前のJAgent)は、関連付けられているインスタンスの情報を収集し、Oracle GoldenGate Monitorサーバーに送信します。Oracle GoldenGateリリース11.2.1以降、Oracle GoldenGate Monitorエージェントは独立したJavaエージェント(スタンドアロン・エージェントとも呼ばれる)で、Cサブエージェントは持ちません。

エージェントは別個のダウンロードで、このドキュメントで説明されている別個のインストール・プロセスが必要です。すべての機能を実装し、すべてのコマンドおよび制御機能(ログの編集、停止、表示など)を利用するには、Oracle GoldenGate Monitorエージェント12c (12.2.1)をインストールする必要があります。






1.2 インストールのロードマップ

Oracle GoldenGate Monitorエージェントは、Oracle GoldenGate Management Packの他のコンポーネントとは別個の製品です。z/OS以外のプラットフォームにはOracle Universal Installer (OUI)を使用します。z/OSプラットフォームには、ディストリビューションに含まれる別個のバイナリのセットを使用し、次の項を使用します。

	
2.1項「Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストール」


	
3.1項「z/OS用Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストール」




Oracle GoldenGate Monitorエージェント製品のインストールが成功したら、次の項で説明されているように、オペレーティング・システムとプラットフォームに基づいて、インスタンスを作成し、プロパティを構成する必要があります。

	
Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインスタンスの作成および構成


	
z/OS用Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインスタンスの作成および構成









1.3 前提条件

Oracle GoldenGate Monitorエージェントをインストールする前に、次の前提条件を満たしていることを確認します。

	
Oracle GoldenGateコア製品のインストール。データベース固有のインストール手順については、Oracle GoldenGate for Windows and UNIXドキュメント・ライブラリを参照してください。


	
Oracle GoldenGate Monitorを使用してOracle GoldenGateインスタンスを監視する場合は、Oracle GoldenGate Monitorをインストールおよび構成します。手順は、Oracle GoldenGate Monitorサーバーのインストールおよび構成を参照してください。


	
JRE 1.7など、サポートされているJava Runtime Environment (JRE)をインストールします。Oracle GoldenGate Monitorエージェント・リリース12.1.3.0.0および12.1.3.0.1は、JRE 1.8をサポートしていません。手順は、インストールするリリースのJavaドキュメントを参照してください。









1.4 Oracle GoldenGate Monitorエージェントのダウンロード

次のように、Oracle Software Delivery Cloud WebサイトからOracle GoldenGate Monitorエージェント製品をダウンロードします。

	
Oracle Software Delivery CloudのリンクをWebブラウザに入力します。

http://edelivery.oracle.com/


	
「Sign-in/Register」をクリックします。




	
注意:

まだログインしていない場合、「Oracle Single Sign-On」ページが表示されます。OracleユーザーIDとパスワードを入力し、「Sign In」をクリックします。







「Terms & Restrictions」ページが表示されます。


	
「Oracle Software Delivery Cloud Trial License Agreement」および「Export Restrictions」チェック・ボックスを選択し、「Continue」をクリックします。

Media Pack Searchページが表示されます。


	
Media Pack Searchページで次の操作を実行します。

	
「Select Product Pack」ドロップダウン・リストから、「Oracle Management Pack for Oracle Goldengate Product」を選択します。


	
「Platform」ドロップダウン・リストから、Oracle GoldenGate Monitorエージェントをインストールするプラットフォームを選択します。


	
「Go」をクリックします。




「Results」リストが展開し、検索基準が含まれる使用可能なメディア・パックがすべて表示されます。


	
「Oracle Fusion Middleware 12c Media Pack」を選択し、「Continue」をクリックします。


	
「Oracle Fusion Middleware 12c (12.2.1.0.0) GoldenGate Monitor and Veridata」の横の「Download」ボタンをクリックします。


	
ファイルを保存するディレクトリを参照します。「Save」をクリックして、ファイルのダウンロードを開始します。ZIPファイルがダウンロードされます。


	
ZIPファイルを一時ディレクトリに解凍します。















2 Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストールおよび構成


この章では、z/OS以外のすべてのプラットフォーム用にOracle GoldenGate Monitorエージェントをインストールし、構成するプロセスについて順を追って説明します(z/OSプラットフォームでOracle GoldenGate Monitorエージェントをインストールする場合、第3章「z/OS用Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストールおよび構成」を参照してください)。

この章は次の項で構成されています:

	
2.1項「Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストール」


	
2.2項「Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインスタンスの作成および構成」






2.1 Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストール

z/OS以外のすべてのプラットフォームでは、Oracle Universal Installer (OUI)を使用してOracle GoldenGate Monitorエージェントをインストールします。次の手順を実行します。

	
インストーラの起動


	
製品のインストール


	
使用可能なパッチのインストール






2.1.1 インストーラの起動

インストール・プログラムを起動する手順:

	
システムにログインします。


	
インストール・プログラムをダウンロードしたディレクトリに移動します。


	
次の表に示すように、システムのJDKディレクトリからjava -jarを起動し、インストール・プログラムを起動します。


	対象のオペレーティング・システム	使用するコマンド
	UNIX	

$ java -jar -Xmx1024m /path/to/jar/file/ogg_generic.jar


	Windows	

C:\ java -jar -Xmx1024m  ogg_generic.jar










ogg_generic.jarは、オペレーティング・システム用にダウンロードしたファイルの名前です。

インストール・プログラムが表示されたら、インストールを開始できます。インストール・プログラムの各画面の詳細は、2.1.2項「製品のインストール」を参照してください。






2.1.2 製品のインストール

製品をインストールするには、次の表に説明されている必要な情報を指定して、インストーラ画面を進みます。この表には、表示される順に画面をリストし、必要なフィールドを完成させるための手順を示します。画面の詳細が必要な場合、左側の列でその名前をクリックします。


	画面	説明
	Welcome
	この画面は、製品インストーラの概要を示します。
「Next」をクリックします。


	Installation Location
	この画面を使用して、Oracleホーム・ディレクトリの場所を指定します。
	
Oracleホームの場所(WebLogic ServerとJRFおよびCoherenceをインストールしたパス)を入力するか、参照して選択します。


	
「View」をクリックして、選択したOracleホームにインストールされている製品を表示します。


	
「Next」をクリックします。





	Installation Typ
	この画面を使用して、インストール・タイプを選択します。
	
「Oracle Golden Gate Monitor Agent」を選択します。


	
「Next」をクリックします。





	Prerequisite Checks
	この画面では、システムが最小必要要件を満たしていることを確認します。
警告またはエラー・メッセージが表示された場合は、『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の動作保証、システム要件および相互運用性の確認に関する項の参照ドキュメントのいずれかを参照できます。

「Next」をクリックします。


	Installation Summary
	この画面を使用して、選択したインストール・オプションを確認します。
注意: 個々のコンポーネントのおおよそのインストール・サイズを表示するには、その名前をクリックします。

「Install」をクリックします。


	Installation Progress
	この画面には、インストールの進行状況が表示されます。進行状況バーが100%に達したら、インストールは完了です。一部のシステムでは、ライブラリの生成プロセスが全インストール時間の70%を占める場合があることに注意してください。
インストールの進行状況が100%になったら、「Next」をクリックします。


	Installation Complete
	この画面は、インストールの最後に表示され、インストールされた製品および機能のサマリーが表示されます。
「Finish」をクリックします。

この手順でOUIは、OUI固有のファイル・セットとともにOracle GoldenGate Monitorエージェントのバイナリと構成ファイルをOGG_AGENT_INST_HOMEディレクトリにインストールします。












2.1.3 使用可能なパッチのインストール

	
My Oracle SupportのリンクをWebブラウザに入力します。

http://support.oracle.com


	
「Sign In...」をクリックします。




	
注意:

まだログインしていない場合、「Oracle Single Sign-On」ページが表示されます。OracleユーザーIDとパスワードを入力し、「Sign In」をクリックします。







「Dashboard」ページが表示されます。


	
「Patches & Updates」タブをクリックします。


	
使用するオペレーティング・システムのManagement Pack for Oracle GoldenGateを検索します。


	
少なくともパッチ19916072をダウンロードします。


	
ダウンロードしたファイルを解凍します。


	
パッチZIPファイル内のREADME.txtファイルの指示に従い、パッチがシステムに必要であること、およびパッチのインストール方法を確認します。











2.2 Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインスタンスの作成および構成

この項では、z/OS以外のプラットフォーム用にOracle GoldenGate Monitorエージェントのインスタンスを作成および構成する手順について説明します。このプロセスには、次の6つの手順が必要です。

	
インスタンスの作成


	
構成プロパティの更新


	
ウォレット資格証明の作成


	
SSL証明書ファイルのコピー


	
Oracle GoldenGate Monitorエージェントの起動


	
Oracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンス・ログ・ファイルの確認







	
注意:

この手順は、z/OS以外のアプリケーション用です。z/OSプラットフォーム用のOracle GoldenGate Monitorエージェントをインストールする場合、3.3項「z/OS用Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインスタンスの作成および構成」を参照してください。









2.2.1 インスタンスの作成

	
Oracle GoldenGate Monitorエージェントの作成スクリプト(createMonitorAgentInstance.sh)を含むディレクトリに移動します。次に例を示します。


cd /u01/app/oracle/product/wls/oggmon/ogg_agent


	
スクリプトを実行します。


	対象のオペレーティング・システム	使用するコマンド
	UNIX	

$ ./createMonitorAgentInstance.sh


	Windows	

C:\ createMonitorAgentInstance.bat








システムは次のように応答します。


Please enter absolute path of Oracle GoldenGate home directory : 


	
Oracle GoldenGateホーム・ディレクトリの絶対パスを入力します。例: /u01/ogg/replication/oggcore1。

システムは次のように応答します。


Please enter absolute path of OGG Agent instance : 


	
Oracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンスを含むディレクトリ(既存のディレクトリでかまいません)を入力します。例: /u01/ogg/agents/oggmon/agent1。このディレクトリは、次にOracle GoldenGateをインストールおよびパッチ適用するときに、Oracle GoldenGate MonitorエージェントJARおよび構成ファイルを上書きしないように、Oracle GoldenGateホーム・ディレクトリと異なるディレクトリにしてください。




	
注意:

Windowsの場合は、JDK8ディレクトリの絶対パスを必ず明示的に指定する必要があり、そうしないと、MonitorエージェントはMonitorサーバーに接続できません。このディレクトリ・パスはjagent.prmファイルで定義することもできます。







Oracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンスのディレクトリは、既存のフォルダの場所でかまいません。この場合は、指定するように求められます。


OGG Agent instance directory already exists, do you want to overwrite the contents (yes | no)". 


「yes」を選択した場合、スクリプトの実行が続けられ、その場所にあるOracle GoldenGate Monitorエージェントに関連する内容はすべて上書きされます。「no」を選択した場合、スクリプトの実行が停止します。

システムは次のように応答します。


Please enter unique name to replace timestamp in startMonitorAgent script.


	
startMonitorAgent.shスクリプト・ファイルのタイムスタンプを置換する一意の名前を入力します。




一意のディレクトリに作成する必要がありますが、これと同じプロセスを使用して追加のインスタンスを作成できます。たとえば、新しいMonitorエージェント・インスタンスは、別のOracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンスと同じOracle GoldenGateインスタンス・ディレクトリ(例: /u01/ogg/replication/oggcore1)を参照できますが、Oracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンスのディレクトリは常に新しいディレクトリ(例: /u01/ogg/agents/oggmon/agent2)にする必要があります。Oracle GoldenGate Monitorエージェントは、その構成方法に基づいて、Oracle GoldenGateのモニタリング統計をOracle GoldenGate Monitorサーバーに報告します。






2.2.2 構成プロパティの更新

Oracle GoldenGate Monitorエージェントは、2つのモード(Oracle GoldenGate Monitor ServerまたはOracle GoldenGate Enterprise Management Plug-In)のいずれかで動作します。次の手順を使用して、動作するモードにあわせて構成プロパティを設定します。

	
(Oracle GoldenGate Enterprise Management Plug-Inではなく) Oracle GoldenGate Monitor Serverを使用する場合、oggmon.propertiesファイルをOGG_MONITORSERVER_DOMAIN/config/monitorserver/cfgディレクトリからすべてのOracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンスのOGG_AGENT_INST_HOME/cfgディレクトリにコピーします(OGG_AGENT_INST_HOMEはOracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンスへの絶対パス)。


	
OGG_AGENT_INST_HOME/cfg/Config.propertiesファイルを編集します。


	
次のいずれかのモードのプロパティを確認して設定します。

Oracle GoldenGate Monitor (OGGMON):

	jagent.host=
	
デフォルトを使用するか、Oracle GoldenGate Monitorエージェント(jagent)が稼働しているマシンの完全なホスト名またはIPに変更します。


	jagent.jmx.port=
	
デフォルトを使用するか、優先ポートに変更します。


	monitor.host=
	
Oracle GoldenGate Monitor Serverのインストール時にmonitor.propertiesに設定したホスト名に設定します。


	monitor.jmx.port=
	
Oracle GoldenGate Monitor Serverのインストール時にmonitor.propertiesに設定したポートに設定します。


	monitor.jmx.username=
	
Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストール時に指定したユーザー名に設定します


	jagent.username=
	
jagentユーザー名を設定します。


	agent.type.enabled=
	
OGGMONに設定されていることを確認します。


	jagent.backward.compatibility=
	
falseに設定されていることを確認します。


	jagent.ssl=
	
falseに設定されていることを確認します。




または

Oracle GoldenGate Enterprise Management Plug-In (OEM):

	jagent.host=
	
デフォルトを使用するか、Oracle GoldenGate Monitorエージェント(jagent)が稼働しているマシンの完全なホスト名またはIPに変更します。


	jagent.username=
	
jagentユーザー名を設定します。


	jagent.rmi.port=
	
デフォルトを使用するか、特定のポートに変更します。


	agent.type.enabled=
	
OEMに設定します。


	jagent.backward.compatibility=
	
falseに設定されていることを確認します。


	jagent.ssl=
	
falseに設定されていることを確認します。





	
ファイルを閉じて保存します。




ウォレットを作成するには、oggmon.propertiesファイルが必要です。手順は、Oracle GoldenGate Monitorサーバーのインストールおよび構成のMonitorプロパティの編集に関する項を参照してください。






2.2.3 ウォレット資格証明の作成

OGG_AGENT_INST_HOME/binディレクトリに移動し、次のいずれかの項を使用して、現在の動作モード(Oracle GoldenGate MonitorまたはOracle GoldenGate Enterprise Management Plug-In)に対応したOracleウォレットを作成します。


2.2.3.1 Oracle GoldenGate Monitorウォレットの作成

	
既存のdirwltディレクトリを削除します。


	
oggmon.propertiesファイルがcfgディレクトリにコピーされていることを確認します。


	
ウォレット資格証明の作成を開始します。


	対象のオペレーティング・システム	使用するコマンド
	UNIX	

$ ./pw_agent_util.sh  -create


	Windows	

C:\ pw_agent_util.bat  -create








	




	
jagent.usernameプロパティのユーザー・パスワードを入力して確認します。


Please create a password for Java Agent: 
Please confirm password for Java Agent: 


	
monitor.jmx.usernameプロパティのユーザー・パスワードを入力して確認します。


Please enter Monitor Server JMX password: 


	

Please confirm Monitor Server JMX password: 


システムは次のように応答します。


Jan 06, 2014 5:17:22 PM oracle.security.jps.JpsStartup start
INFO: Jps initializing.
Jan 06, 2014 5:17:24 PM oracle.security.jps.JpsStartup start
INFO: Jps started.
Wallet is created successfully.


これにより、ウォレットのcwallet.ssoおよびcwallet.sso.lckファイルがOGG_AGENT_INST_HOME/cfgディレクトリのdirwltに作成されます。








2.2.3.2 Oracle GoldenGate Enterprise Management Plug-Inウォレットの作成

	
ウォレット資格証明の作成を開始します。


	対象のオペレーティング・システム	使用するコマンド
	UNIX	

$ ./pw_agent_util.sh  -jagentonly


	Windows	

C:\ pw_agent_util.bat  -jagentonly








	
jagent.usernameプロパティのユーザー・パスワードを入力して確認します。


Please create a password for Java Agent: 
Please confirm password for Java Agent: 


システムは次のように応答します。


Jan 06, 2014 5:17:22 PM oracle.security.jps.JpsStartup start
INFO: Jps initializing.
Wallet is created successfully.


これにより、ウォレットのcwallet.ssoおよびcwallet.sso.lckファイルがOGG_AGENT_INST_HOMEディレクトリのdirwltに作成されます。











2.2.4 SSL証明書ファイルのコピー




	
注意:

この手順は、Oracle GoldenGate MonitorエージェントがSSLモードで実行される場合にのみ必要です。







OGG_AGENT_INST_HOME/dircrtに移動し、キーストアおよびトラストストア・ファイルをコピーします。

キーストアおよびトラストストア・ファイルのコピー後、次のようにします。

	
pw_agent_util.sh (Windowsでは.bat)ユーティリティを使用して、Oracle GoldenGate Monitorの管理のOracle GoldenGate Monitorエージェントのパスワードの更新に関する項に説明されているように、キーストアおよびトラストストア・パスワードでウォレットを更新します。


	
config.propertiesファイル内のjagent.keystoreおよびjagent.truststore値を次のように更新します。


jagent.keystore.file=jagentKeyStore
jagent.truststore.file=jagentTrustStore







	
注意:

自己署名証明書を使用する場合、キーストア・ファイルとトラストストアの両方に同じファイルを使用できます。第三者署名証明書を使用する場合、適切なキーストアおよびトラストストア・ファイルでプロパティ・ファイルを更新する必要があります。











2.2.5 Oracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンスのモニタリングの準備

	
GLOBALSという名前のファイルをOGG_AGENT_INST_HOMEディレクトリに作成します(このファイルがない場合)。


	
GLOBALSファイルを編集します。


	
新しい行にENABLEMONITORINGを追加します。


	
ファイルを閉じて保存します。









2.2.6 Oracle GoldenGate Monitorエージェントの起動

Oracle GoldenGate GGSCIコンソールに移動し、start jagentコマンドを実行してOracle GoldenGate Monitorエージェントを起動します。


GGSCI> start jagent






2.2.7 Oracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンス・ログ・ファイルの確認

前述の手順を完了し、Oracle GoldenGate Monitorエージェントが稼働すると、Oracle GoldenGate Monitorエージェントのログ詳細がOGG_AGENT_INST_HOME/logsのogg_agent.logに書き込まれます。














3 z/OS用Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストールおよび構成


この章では、z/OSプラットフォーム用にOracle GoldenGate Monitorエージェントをインストールし、構成するプロセスについて順を追って説明します(z/OS以外のプラットフォームでOracle GoldenGate Monitorエージェントをインストールする場合、第2章「Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストールおよび構成」を参照してください)。

この章は次の項で構成されています:

	
3.1項「z/OS用Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストール」


	
3.2項「使用可能なパッチのインストール」


	
3.3項「z/OS用Oracle GoldenGateエージェントのインスタンスの作成および構成」






3.1 z/OS用Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストール

Oracle GoldenGate Monitorエージェント製品ディストリビューションには、ファイルogg_agent-zos.tarが含まれており、これを使用してz/OSプラットフォームでOracle GoldenGate Monitorエージェントをインストールします。次の手順に従ってください。

	
Oracle GoldenGate Monitorエージェント・バイナリをインストールするフォルダを作成します。この例では、そのフォルダを/apps/products/ogg-agent-zos-home/と呼びます。


	
/apps/products/ogg-agent-zos-homeに移動し、ogg_agent-zos.tarを解凍します。


$./tar xvzf ogg_agent-zos.tar


/apps/products/ogg-agent-zos-home/に新規フォルダogg_agent-zosが作成されます。このogg_agent-zosフォルダには、すべてのOracle GoldenGate Monitorエージェントのバイナリとその構成およびスクリプト・ファイルが含まれます。z/OSプラットフォームではこのフォルダ(/apps/products/ogg-agent-zos-home/ogg_agent-zos)がOGG_AGENT_INST_HOMEディレクトリです。









3.2 使用可能なパッチのインストール

	
My Oracle SupportのリンクをWebブラウザに入力します。

http://support.oracle.com


	
「Sign In...」をクリックします。




	
注意:

まだログインしていない場合、「Oracle Single Sign-On」ページが表示されます。OracleユーザーIDとパスワードを入力し、「Sign In」をクリックします。







「Dashboard」ページが表示されます。


	
「Patches & Updates」タブをクリックします。


	
使用するオペレーティング・システムのManagement Pack for Oracle GoldenGateを検索します。


	
少なくともパッチ19916072をダウンロードします。


	
ダウンロードしたファイルを解凍します。


	
パッチZIPファイル内のREADME.txtファイルの指示に従い、パッチがシステムに必要であること、およびパッチのインストール方法を確認します。









3.3 z/OS用Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインスタンスの作成および構成

この項では、z/OS以外のプラットフォーム用にOracle GoldenGate Monitorエージェントのインスタンスを作成および構成する手順について説明します。このプロセスは、次の6つの手順で構成されます。

	
インスタンスの作成


	
構成プロパティの更新


	
ウォレット資格証明の作成


	
SSL証明書ファイルのコピー


	
Oracle GoldenGate Monitorエージェントの起動


	
Oracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンス・ログ・ファイルの確認






3.3.1 インスタンスの作成

	
Oracle GoldenGate Monitorエージェントの作成スクリプト(createMonitorAgentInstance.sh)を含むディレクトリに移動します。次に例を示します。


cd /u01/app/oracle/product/wls/oggmon/ogg_agent


	
スクリプトを実行します。


./createMonitorAgentInstance.sh 


システムは次のように応答します。


Please enter absolute path of Oracle GoldenGate home directory : 


	
Oracle GoldenGateホーム・ディレクトリの絶対パスを入力します。例: /u01/ogg/replication/oggcore1。

システムは次のように応答します。


Please enter absolute path of OGG Agent instance : 


	
Oracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンスを含むディレクトリ(既存のディレクトリでかまいません)を入力します。例: /u01/ogg/agents/oggmon/agent1。このディレクトリは、次にOracle GoldenGateをインストールおよびパッチ適用するときに、Oracle GoldenGate MonitorエージェントJARおよび構成ファイルを上書きしないように、Oracle GoldenGateホーム・ディレクトリと異なるディレクトリにしてください。

Oracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンスのディレクトリは、既存のフォルダの場所でかまいません。この場合は、指定するように求められます。


OGG Agent instance directory already exists, do you want to overwrite the contents (yes | no)". 


「yes」を選択した場合、スクリプトの実行が続けられ、その場所にあるOracle GoldenGate Monitorエージェントに関連する内容はすべて上書きされます。「no」を選択した場合、スクリプトの実行が停止します。

システムは次のように応答します。


Please enter unique name to replace timestamp in startMonitorAgent script.


	
startMonitorAgent.shスクリプト・ファイルのタイムスタンプを置換する一意の名前を入力します。

一意のディレクトリに作成する必要がありますが、これと同じプロセスを使用して追加のインスタンスを作成できます。たとえば、新しいMonitorエージェント・インスタンスは、別のOracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンスと同じOracle GoldenGateインスタンス・ディレクトリ(例: /u01/ogg/replication/oggcore1)を参照できますが、Oracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンスのディレクトリは常に新しいディレクトリ(例: /u01/ogg/agents/oggmon/agent2)にする必要があります。Oracle GoldenGate Monitorエージェントは、その構成方法に基づいて、Oracle GoldenGateのモニタリング統計をOracle GoldenGate Monitorサーバーに報告します。たとえば、Oracle GoldenGate MonitorエージェントとOracle GoldenGateインスタンスの構成および通信。









3.3.2 構成プロパティの更新

Oracle GoldenGate Monitorエージェントは、2つのモード(Oracle GoldenGate Monitor ServerまたはOracle GoldenGate Enterprise Management Plug-In)のいずれかで動作します。次の手順を使用して、動作するモードにあわせて構成プロパティを設定します。

	
前述の項の手順を完了したら、oggmon.propertiesファイルをOGG_MONITORSERVER_DOMAIN/config/monitorserver/cfgディレクトリからすべてのOracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンスのOGG_AGENT_INST_HOME/cfgディレクトリにコピーします。


	
OGG_AGENT_INST_HOME/cfg/Config.propertiesファイルを編集します。


	
次のいずれかのモードのプロパティを確認して設定します。

Oracle GoldenGate Monitor (OGGMON):

	jagent.host=
	
デフォルトを使用するか、Oracle GoldenGate Monitorエージェント(jagent)が稼働しているマシンの完全なホスト名またはIPに変更します。


	jagent.jmx.port=
	
デフォルトを使用するか、優先ポートに変更します。


	monitor.host=
	
Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストール時に指定したホスト名に設定します。


	monitor.jmx.port=
	
Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストール時に指定したポートに設定します。


	monitor.jmx.username=
	
Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストール時に指定したユーザー名に設定します


	jagent.username=
	
jagentユーザー名を設定します。


	agent.type.enabled=
	
OGGMONに設定されていることを確認します。


	jagent.backward.compatibility=
	
falseに設定されていることを確認します。


	jagent.ssl=
	
falseに設定されていることを確認します。




または

Oracle GoldenGate Enterprise Management Plug-In (OEM):

	jagent.host=
	
デフォルトを使用するか、Oracle GoldenGate Monitorエージェント(jagent)が稼働しているマシンの完全なホスト名またはIPに変更します。


	jagent.username=
	
jagentユーザー名を設定します。


	jagent.rmi.port=
	
デフォルトを使用するか、特定のポートに変更します。


	agent.type.enabled=
	
OEMに設定します。


	jagent.backward.compatibility=
	
falseに設定されていることを確認します。


	jagent.ssl=
	
falseに設定されていることを確認します。





	
ファイルを閉じて保存します。




ウォレットを作成するには、oggmon.propertiesファイルが必要です。手順は、Oracle GoldenGate Monitorサーバーのインストールおよび構成のMonitorプロパティの編集に関する項を参照してください。






3.3.3 ウォレット資格証明の作成

OGG_AGENT_INST_HOME/binディレクトリに移動し、次のいずれかの項を使用して、現在の動作モード(Oracle GoldenGate MonitorまたはOracle GoldenGate Enterprise Management Plug-In)に対応したOracleウォレットを作成します。


3.3.3.1 Oracle GoldenGate Monitorパスワード・ファイルの作成

	
既存のdirwltディレクトリを削除します。


	
oggmon.propertiesファイルがcfgディレクトリにコピーされていることを確認します。


	
ウォレット資格証明の作成を開始します。


	

./pw_agent_util.sh  -create


	
jagent.usernameプロパティのユーザー・パスワードを入力して確認します。


Please create a password for Java Agent: 
Please confirm password for Java Agent: 


	
monitor.jmx.usernameプロパティのユーザー・パスワードを入力して確認します。


Please enter Monitor Server JMX password: 


	

Please confirm Monitor Server JMX password: 


システムは次のように応答します。


Password is stored successfully


これにより、OGG_AGENT_INST_HOMEディレクトリにPassword.propertiesファイルが作成されます。








3.3.3.2 Oracle GoldenGate Enterprise Management Plug-Inウォレットの作成

	
ウォレット資格証明の作成を開始します。


	

./pw_agent_util.sh  -jagentonly


	
jagent.usernameプロパティのユーザー・パスワードを入力して確認します。


Please create a password for Java Agent: 
Please confirm password for Java Agent: 


システムは次のように応答します。


Jan 06, 2014 5:17:22 PM oracle.security.jps.JpsStartup start
INFO: Jps initializing.
Wallet is created successfully.


これにより、ウォレットのcwallet.ssoおよびcwallet.sso.lckファイルがOGG_AGENT_INST_HOMEディレクトリのdirwltに作成されます。











3.3.4 SSL証明書ファイルのコピー




	
注意:

この手順は、Oracle GoldenGate MonitorエージェントがSSLモードで実行される場合にのみ必要です。







OGG_AGENT_INST_HOME/dircrtに移動し、キーストアおよびトラストストア・ファイルをコピーします。

キーストアおよびトラストストア・ファイルのコピー後、次のようにします。

	
pw_agent_util.sh (Windowsでは.bat)ユーティリティを使用して、Oracle GoldenGate Monitorの管理のOracle GoldenGate Monitorエージェントのパスワードの更新に関する項に説明されているように、キーストアおよびトラストストア・パスワードでウォレットを更新します。


	
config.propertiesファイル内のjagent.keystoreおよびjagent.truststore値を次のように更新します。


jagent.keystore.file=jagentKeyStore
jagent.truststore.file=jagentKeyStore








3.3.5 Oracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンスのモニタリングの準備

	
GLOBALSという名前のファイルをOracle GoldenGateホーム・ディレクトリに作成します(このファイルがない場合)。


	
GLOBALSファイルを編集します。


	
新しい行にENABLEMONITORINGを追加します。


	
ファイルを閉じて保存します。









3.3.6 Oracle GoldenGate Monitorエージェントの起動

Oracle GoldenGateコアGGSCIコンソールに移動し、start jagentコマンドを実行してOracle GoldenGate Monitorエージェントを起動します。


GGSCI> start jagent






3.3.7 Oracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンス・ログ・ファイルの確認

前述の手順を完了し、Oracle GoldenGate Monitorエージェントが稼働すると、Oracle GoldenGate Monitorエージェントのログ詳細がOGG_AGENT_INST_HOME/logsのogg_agent.logファイルに書き込まれます。














4 Oracle GoldenGate Monitorエージェントのアップグレード


この章では、Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストールおよび11gから12cへのアップグレードで実行するタスク、または12cに付属の元のJAgentをアップグレードする場合に実行するタスクについて説明します。




	
注意:

Oracle GoldenGate Monitorエージェント12cを初めてインストールした場合は、この章の指示に従わないでください。アップグレードは自動的に実行されます。







既存のOracle GoldenGate Monitorエージェント($OGG_HOME/dirjar) 11gを12cにアップグレードするには、次のタスクを使用します。

	
タスク1「Oracle GoldenGate Monitorエージェントの入手」


	
タスク2「既存のOracle GoldenGate Monitorエージェントのバックアップ」


	
タスク3「JREの構成」


	
タスク4「Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストール」


	
タスク5「JAgentの停止」


	
タスク6「新しいエージェント・ディレクトリへのファイルのコピー」


	
タスク7「インスタンスの作成」


	
タスク8「エージェントの起動」


	
タスク9「以前のOracle GoldenGate Monitorエージェント・ソフトウェアの削除」




	
	タスク1   Obtain Oracle GoldenGate Monitorエージェントの入手
	
1.4項「Oracle GoldenGate Monitorエージェントのダウンロード」の指示に従い、製品ディストリビューションを入手します。


	
	タスク2   既存のOracle GoldenGate Monitorエージェントのバックアップ
	
アップグレードする前に、次のものをバックアップの場所にコピーして、アップグレード前のOracle GoldenGate Monitorエージェント環境全体のバックアップ・コピーを作成します。

	
OGG_HOME/cfgフォルダ


	
OGG_HOME/dirjarフォルダ


	
OGG_HOME/pw_agent_util.*ファイル


	
OGG_HOME/jagent.*ファイル


	
OGG_HOME/dirwltディレクトリ





	
	タスク3   JREの構成
	
次のようにJREを構成します。

	
インストールしたJREを使用するように$JAVA_HOME環境変数を設定します。


	
$JAVA_HOME/binを最初に$PATH環境変数に設定します。


	
次のコマンドを実行して、$JAVA_HOMEおよび$JAVA_HOME/binが正しく設定されていることを確認します。

java -version

Javaバージョンが表示され、次のようになります。


java version "1.8.0_40"
Java(TM) SE Runtime Environment (build 1.8.0_40-b19)
Java HotSpot(TM) 64-Bit Server VM (build 24.60-b09, mixed mode)





	
	タスク4   Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストール
	
データベースに応じて、次のいずれかの指示を使用し、Oracle GoldenGate Monitorエージェントを個別のスタンドアロンの場所にインストールします。

z/OS以外のプラットフォームの場合は、第2章「Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストールおよび構成」を使用します。

z/OSプラットフォームの場合は、第3章「z/OS用Oracle GoldenGate Monitorエージェントのインストールおよび構成」を使用します。


	
	タスク5   JAgentの停止
	
Oracle GoldenGateコアGGSCI端末に移動し、stop jagentコマンドを実行してOracle GoldenGate Monitorエージェントを停止します。


GGSCI>stop jagent


次のコマンドを実行して、jagentプロセスが残っていないことを確認します。


ps -ef |grep jagent


ストレイjagentプロセスがある場合は、kill -9コマンドを使用して停止します。


	
	タスク6   新しいエージェント・ディレクトリへのファイルのコピー
	
すべての内容を含む既存の$Monitor_Server_Domain/config/monitorserver/cfgディレクトリを新しいエージェント・ディレクトリの$AGENT_HOME/cfg_templatesにコピーします。


	
	タスク7   インスタンスの作成
	
次の項のいずれかを使用して、Monitorインスタンスを作成またはアップグレードします。

11gアップグレード: 新規インスタンスの作成

オペレーティング・システムに応じて、次のいずれかの指示を使用して、新しいインスタンスを作成します。

z/OS以外のプラットフォームの場合は、2.2.1項「インスタンスの作成」を使用します。

z/OSプラットフォームの場合は、3.3.1項「インスタンスの作成」を使用します。

これにより、次の例のように$OGG_HOME/dirprm/jagent.prmファイルが変更されます。


COMMAND java -Dconfig.dir=/home/oracle/oggmon_agent/oggmon/cfg -Djava.util.logging.config.class=oracle.core.ojdl.logging.LoggingConfiguration -Doracle.core.ojdl.logging.config.file=/home/oracle/oggmon_
agent/oggmon/cfg/logging-config.xml -Doracle.core.ojdl.logging.componentId=JAGENT -jar -Xms512m -Xmx1024m /home/oracle/oggmon_agent/oggmon/ogg_agent/dirjar/jagent.jar


この例では、使用されるjagentは/home/oracle/oggmon_agent/oggmon/ogg_agent/dirjar/jagent.jarに、その構成ファイルは/home/oracle/oggmon_agent/oggmon/cfgディレクトリにあります。


12cアップグレード: 既存インスタンスのアップグレード

次のコマンドを入力して、Monitorエージェントのアップグレード・ユーティリティを実行します。

	
$AGENT_HOMEディレクトリに移動します。次に例を示します。


cd /u01/app/oracle/product/wls/oggmon/ogg_agent


	
次のようにアップグレード・スクリプトを実行します。


	対象のオペレーティング・システム	使用するコマンド
	UNIX	

$ ./upgradeToMonitorAgent1221.sh


	Windows	

C:\ upgradeToMonitorAgent1221.bat








システムは次のように応答します。


Please enter absolute path of Oracle GoldenGate home directory: 


	
Oracle GoldenGateホーム・ディレクトリの絶対パスを入力します。例: /u01/ogg/replication/oggcore1。

システムは次のように応答します。


Please enter absolute path of OGG Agent instance : 


	
Oracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンスを含むディレクトリ(既存のディレクトリでかまいません)を入力します。例: /u01/ogg/agents/oggmon/agent1。このディレクトリは、次にOracle GoldenGateをインストールおよびパッチ適用するときに、Oracle GoldenGate MonitorエージェントJARおよび構成ファイルを上書きしないように、Oracle GoldenGateホーム・ディレクトリと異なるディレクトリにしてください。




	
注意:

Windowsの場合は、JDK8ディレクトリの絶対パスを必ず明示的に指定する必要があり、そうしないと、MonitorエージェントはMonitorサーバーに接続できません。このディレクトリ・パスはjagent.prmファイルで定義することもできます。







Oracle GoldenGate Monitorエージェント・インスタンスのディレクトリは、既存のフォルダの場所でかまいません。この場合は、指定するように求められます。


OGG Agent instance directory already exists, do you want to overwrite the contents (yes | no)". 


「yes」を選択した場合、スクリプトの実行が続けられ、その場所にあるOracle GoldenGate Monitorエージェントに関連する内容はすべて上書きされます。「no」を選択した場合、スクリプトの実行が停止します。

システムは次のように応答します。


Please enter unique name to replace timestamp in startMonitorAgent script.


	
startMonitorAgent.shスクリプト・ファイルのタイムスタンプを置換する一意の名前を入力します。




Monitorエージェントのアップグレードが正常に完了すると、Monitorエージェントのウォレット資格証明も更新されます。


	
	タスク8   エージェントの起動
	
Oracle GoldenGateコアGGSCI端末に移動し、次のコマンドを実行してOracle GoldenGate Monitorエージェントを再起動します。


stop manager
start manager
start jagent


新しいエージェント・ログ・ファイルの$AGENT_HOME/logs/ogg_agent.logを監視し、問題がある場合は解決します。

Oracle GoldenGate EMプラグインを使用している場合は、jagentが正しく起動した後に、Oracle Enterprise Manager (OEM)エージェントを再起動し、OEM 12cコンソールにログインして、Oracle GoldenGateの登録済ターゲットの非同期ステータスの問題が解決されていることを確認します。


	
	タスク9   以前のOracle GoldenGate Monitorエージェント・ソフトウェアの削除
	
次を削除して、Oracle GoldenGateソフトウェアにバンドルされている以前のOracle GoldenGate Monitorエージェント・ソフトウェアを削除します。

	
OGG_HOME/cfgフォルダ


	
OGG_HOME/dirjarフォルダ


	
OGG_HOME/pw_agent_util.*ファイル


	
OGG_HOME/jagent.*ファイル


	
(オプション) Oracle GoldenGateインスタンスに関連するものをOracleウォレットに格納しない場合は、OGG_HOME/dirwltディレクトリを削除します。
















5 インストール画面


この付録には、Oracle Universal Installer (OUI)によって使用されるOracle GoldenGate固有の画面のイメージおよび説明が含まれます。この情報は、次の項に含まれています。

	
5.1項「Welcome」


	
5.2項「Installation Location」


	
5.3項「Installation Type」


	
5.4項「Prerequisite Checks」


	
5.5項「Installation Summary」


	
5.6項「Installation Progress」


	
5.7項「Installation Complete」






5.1 Welcome

この画面は、製品インストーラの概要を示します。

[image: welcome.gifの説明が続きます]



このページには、2つの重要な情報が含まれています。

	
インストーラによって支援されるタスクのサマリーを示す左側のナビゲーション・ペイン。ナビゲーション・ペインの各項目は、ソフトウェアのインストールに必要な情報が要求される、インストーラの特定の画面を表します。


	
インストールを続行する前に満たす必要のある前提条件に関する情報。




この画面の情報を入念に確認し、前提条件をすべて満たしていることをチェックします。






5.2 Installation Location

この画面を使用して、Oracleホーム・ディレクトリの場所を指定します。

[image: install_loc.gifの説明が続きます]



1つ以上のOracle製品がすでにインストールされている既存のディレクトリがある場合、そのディレクトリがドロップダウン・リストに表示されます。「Features Sets Installed at Selected Oracle Home」の隣にある「View」をクリックすると、その特定のディレクトリにインストールされている製品を表示できます。

製品を新規ディレクトリにインストールする場合、「Oracle Home」フィールドに新規ディレクトリの完全パスを入力します。指定されたディレクトリがインストーラによって作成されます。

Oracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールする場合、Oracle Commonホーム(oracle_common)ディレクトリが、指定されたOracleホーム・ディレクトリ内に作成されます。Oracle Commonホームには、すべてのOracle Fusion Middleware製品で共有されるサービスが含まれます。






5.3 Installation Type

この画面を使用して、インストール・タイプ(これによってインストールされる製品と機能が定義される)を指定します。

[image: install_type.gifの説明が続きます]



この画面に表示されるオプションは、インストールする製品によって異なります。この製品の場合、「Oracle GoldenGate Monitor Agent」を選択します。






5.4 Prerequisite Checks

この画面では、ホスト・コンピュータが分析され、オペレーティング・システムの特定の前提条件が満たされていることが確認されます。

[image: pre_req_checks.gifの説明が続きます]



次の表で、この画面のオプションについて説明します。


	ボタン	説明
	Stop	すべてのコンポーネントについて前提条件チェックを停止する場合は、このボタンをクリックします。
	Rerun	警告またはエラー・メッセージが表示され、これに適切に対処して前提条件チェックを再試行する場合は、このボタンをクリックします。
	Skip	エラーまたは警告メッセージを無視してインストールを続行する場合は、このボタンをクリックします。
	View Successful Tasks	このチェック・ボックスはデフォルトで選択され、タスクが完了すると、画面のメイン部分にタスクのリストが表示されます。
タスクのリストを表示しない場合、このチェック・ボックスを選択解除します。


	View Log	前提条件チェックの詳細なログ・ファイルを含む別のウィンドウを開く場合、このボタンをクリックします。










5.5 Installation Summary

この画面には、インストール対象として選択した機能セットのリストが、インストールの完了後に機能セットによって使用されるおおよそのディスク領域の量とともに表示されます。

[image: inst_sumamry.gifの説明が続きます]



個々のコンポーネントをクリックすると、そのおおよそのインストール・サイズが表示されます。

「Save Response File」をクリックすると、この構成がレスポンス・ファイルに保存され、後でサイレント・インストールで使用できます。レスポンス・ファイルとサイレント・インストールの詳細は、Oracle Universal Installerを使用したインストールの第2章「サイレント・モードでのOracle Universal Installerの使用」を参照してください。






5.6 Installation Progress

この画面には、インストールの進行状況が表示されます。進行状況バーが100%に達したら、インストールは完了です。

[image: inst_progress.gifの説明が続きます]



次の表で、この画面のオプションについて説明します。


	ボタン	説明
	View Messages	掲示板が配置されている画面の下部にインストーラ・メッセージを表示する場合、「View Messages」をクリックします。掲示板に戻すにはボタンを再度クリックします。
	View Successful Tasks	このチェック・ボックスはデフォルトで選択され、タスクが完了すると、画面のメイン部分にタスクのリストが表示されます。
タスクのリストを表示しない場合、このチェック・ボックスを選択解除します。


	View Log	インストーラ・ログを表示する場合、「View Log」をクリックします。ログは別のウィンドウに表示されます。










5.7 Installation Complete

この画面は、インストールの最後に表示され、インストールされた製品および機能のサマリーが表示されます。

[image: inst_complete.gifの説明が続きます]
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